
阿波公方民俗資料館に展示されている足利義冬公の像。

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

湯

浅

良

幸 その59

室
町
幕
府
・
平
島
公
方（
二
三
）

持
隆
の
死
と
山
口
行
き

義
冬
の
阿
波
入
国
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

今
ま
で
も
書
い
た
が
、「
那
賀
川
町

史
」
を
な
ぞ
る
作
業
に
な
る
が
、
再

度
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

天
文
三
（
一
五
三
四
）
年
。
足
利

義
冬
母
子
は
出
里
で
あ
る
阿
波
国
細

川
氏
を
頼
っ
て
淡
路
国
志
筑
へ
下
っ

て
き
た
。
そ
の
時
、
従
っ
た
諸
将
十

五
人
ら
都
合
二
百
五
十
人
（
三
百
五

十
人
の
説
も
あ
る
）
と
い
う
。

連
れ
て
き
た
諸
将
十
五
人
は
次
の

と
お
り
。

富
永
豊
後
守
拠
宗
（
大
和
国
高
市
領

主
）

三
江
兵
庫
頭
善
行
（
播
磨
国
野
口
領

主
）

結
城
但
馬
守
重
正

小
寺
新
右
衛
門
尉
（
河
内
国
松
原
領

主
）

荒
川
民
部
少
輔
珍
國
（
三
河
国
八
名

住
人
）

村
井
権
内
（
東
国
者
、
生
所
不
明
）

森
小
平
太
時
常（
越
前
国
長
坂
住
人
）

足
代
七
郎
左
衛
門
（
武
蔵
国
住
人
）

漆
田
将
監
延
房
（
摂
津
国
豊
島
郡
浅

田
村
領
主
）

西
山
源
八
（
讃
岐
国
志
度
ノ
住
人
）

乾
鵜
介
定
直（
河
内
国
若
江
庄
領
主
）

安
井
源
右
衛
門
信
実
（
中
国
者
）

堀
善
左
衛
門
影
盛
（
近
江
国
な
ま
つつ

な

江
住

人
）

真
淵
伊
豆
守
忠
元
（
但
馬
国
出
石
住

人
）

湯
浅
治
大
夫
（
阿
波
国
那
賀
山
住
人
、

清
雲
院
御
守
）。

湯
浅
治
大
夫
は
唯
一
の
阿
波
国
人

で
、
義
冬
の
母
細
川
成
之
の
娘
の
輿

入
れ
に
従
っ
て
上
洛
し
こ
の
度
帰
国

し
た
。

以
上
の
う
ち
、
富
永
、
三
江
、
荒

川
、
湯
浅
、
結
城
、
乾
の
六
人
は
留

め
置
き
、
他
の
九
人
に
は
暇
を
出
し

た
。細

川
持
隆
は
母
子
一
行
を
阿
波
へ

迎
え
、
足
利
将
軍
家
と
関
係
の
深
い

天
龍
寺
領
の
う
ち
平
島
十
二
カ
村
、

更
に
楠
根
、
吉
井
、
仁
宇
、
和
食
の

四
カ
村
計
十
六
カ
村
三
千
貫
高
を
与

え
た
。

更
に
持
隆
は
わ
が
妻
の
妹
、
つ
ま

り
大
内
義
興
の
娘
を
義
冬
の
妻
と
し

た
。義

冬
は
将
軍
職
を
望
ん
で
再
度
上

洛
を
企
て
た
。
阿
波
守
護
細
川
持
隆

の
重
臣
三
好
義
賢
（
実
休
）
は
こ
れ

に
反
対
し
、
天
文
二
十
一
（
一
五
五

一
）
年
八
月
九
日
、
持
隆
を
死
に
追

い
や
っ
た
。
つ
づ
い
て
二
十
三
年
三

月
十
六
日
、
義
冬
の
母
清
雲
院
も
没

し
た
。
弘
治
元
（
一
五
五
五
）
年
四

月
十
日
、
保
護
者
持
隆
の
死
に
よ
り

義
冬
は
妻
と
義
栄
を
連
れ
て
妻
の
実

家
山
口
の
大
内
氏
を
頼
っ
た
。
永
禄

六
（
一
五
六
三
）
年
十
二
月
二
十
日
、

妻
は
没
し
た
。
義
冬
は
義
栄
を
連
れ

て
帰
国
し
た
。
大
内
氏
の
娘
で
あ
る

妻
に
先
立
た
れ
た
か
ら
、
大
内
氏
の

加
護
に
不
安
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。

つ
ま
り
、
義
冬
父
子
は
平
島
を
離
れ

て
八
年
間
も
山
口
に
滞
在
し
た
こ
と

に
な
る
。
従
来
、
阿
波
を
出
て
長
期

間
山
口
に
滞
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て

あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
万
一
、

妻
の
死
去
が
な
け
れ
ば
、
更
に
山
口

滞
在
は
延
長
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

保
護
者
で
あ
る
持
隆
を
失
い
、
山

口
で
も
妻
の
死
に
よ
っ
て
止
む
を
得

ず
阿
波
へ
帰
国
し
た
も
の
の
、
や
が

て
蜂
須
賀
家
政
の
阿
波
入
国
に
よ
っ

て
所
領
三
千
貫
高
を
茶
料
百
石
に
削

減
さ
れ
た
。
公
方
の
居
心
地
は
更
に

悪
く
な
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
続
く
）

参
考
「
那
賀
川
町
史
」
上
巻

先
人
た
ち
の
言
葉
に
心
打
つ

県
内
で
は
２
年
ぶ
り
で
阿
南
市
で

は
初
め
て
の
「
今
、伝
え
た
い
徳
島
・

先
人
の
言
葉
た
ち
」
展
が
、
11
月
27

日
か
ら
６
日
間
、
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先
人
た
ち

の
言
葉
35
点
の
な
か
に
は
、
阿
南
市

で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
作
家
の
北
條

民
雄
氏
（
大
正
３
年
〜
昭
和
12
年
）

が
、
療
養
所
で
過
ご
す
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
の
姿
を
描
い
た
「
患
者
達
は
決

し
て
言
葉
を
聴
か
な
い
。
人
間
0

0

の
ひ

び
き
だ
け
を
聴
く
。
こ
れ
は
意
識
的

に
そ
う
す
る
の
で
は
な
い
、
虐し
い
たげ
ら

れ
、
辱は

ず
かし

め
ら
れ
た
過
去
に
於
て
体

得
し
た
本
能
的
な
嗅
覚
が
そ
う
さ
せ

る
の
だ
。」
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ

れ
、
来
場
者
は
静
か
に
作
品
を
眺
め

な
が
ら
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
作
者

の
想
い
に
耳
を
す
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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